
 

 

 

 

 

千代田区都市計画マスタープラン（令和３年５月改定）が示す将来像「つながる都心」の実現に向け、まちに関わる多様

な主体が相互につながりを強めて、地域一体となったまちづくりが展開できるような合意形成や地域発意でのまちづくり

の意思決定、取組みが推進されることが求められています。そのため、千代田区まちづくり支援ステーション～シティハ

ブ～（以後、「まちづくり支援ステーション～シティハブ～」という）のあり方では、地域の事情に合わせた形でまちづ

くり協議会等（以後、「エリアプラットフォーム」という）への支援を実施する組織体である「まちづくり支援ステーシ

ョン～シティハブ～」の考え方とその仕組みやプロセスをまとめています。 

令和 7 年６月 
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１.千代田区まちづくり支援ステーション ～シティハブ～とは 

まちづくり支援ステーション～シティハブ～は、千代田区のまちづくりにおいて、「共通の土台」

となるもので、一定以上のまとまりによる地域での様々なまちづくり活動を支えるものです。 

千代田区では、合意形成を図りながらまちづくりを推進してきました。とりわけ、再開発や公共

施設整備にあたっては、各地区でエリアプラットフォームを組織してきました。 

しかしながら、総論から具体の事業（空間づくり）である各論へと移るにあたり、エリアプラッ

トフォームでは合意形成が円滑に進まず、まちづくりが停滞・長期化し、区民等がサービスを享受

できないケースが発生しています。 

計画の構想段階において区民等のニーズをとらえ、区や民間企業による空間づくりに反映する機

会を創出するなど、様々な想いを形

にしていくための「合意形成を円滑

に進める受け皿」としてのエリアプ

ラットフォームの形成及び活動が重

要となります。 

そこで、このエリアプラットフォ

ームの形成及び活動を支援するため

の仕組みとして、公・民・学連携まち

づくり支援組織「まちづくり支援ス

テーション～シティハブ～」を設置

し、区主導や事業者提案、地域発意で

行われる様々な形態でのまちづくり

の合意形成等を円滑に推進すること

を目指します。 

  

千代田区まちづくり支援ステーション 

～シティハブ～の概要 

▼様々なエリアプラットフォームを支えるまちづくり 

支援ステーション ～シティハブ～のイメージ 
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1.まちづくりにおける合意形成と意思決定 

地域が自発的に取り組むまちづくりでは、まちづくりの組織を立ち上げ、まちづくりのルールや

イベントなど、地域のみなさんで話しながら、合意形成を図ることになります。 

また、行政が主体となり取り組むまちづくりでは、「地域のみなさんで話し合いながら合意形成を

進めるプロセス」があり、それを踏まえ「行政が意思決定をして実施する」という流れで展開され

ます。 

なお、まちづくりにおける合意形成は、色々な立場の人の意見の違いについて話し合い、協議・

調整し、意見を集約すること、あるいは意見の集約を目指すことを言います。また、意思決定は物

事の決定権のあるものが、複数の代替案から最善の案を選ぶことを言います。 

しかし、まちづくりでは、日々の生活や価値観に様々な影響を及ぼし、権利や利害に触れること

もあるため、関係者間で意見の相違や対立が生じることがあります。加えて、同じ「賛成」・「反対」

という立場であっても、その中には全面的に賛成・反対の人やどちらかというと賛成・反対の人な

ど、様々な意見を持つ人がいます。また、明確な意見を表明しない方（いわゆるサイレントマジョ

リティ、サイレントマイノリティ）もいます。 

このように、様々な想いがあるなかでも共通していることは、“よいまち”にしたいということで

はないでしょうか。しかしながら、“よいまち”のイメージは一人ひとり異なります。まずはそのこ

とを私たちは認識しなければなりません。したがって、“よいまち”を実現するためには、関係者の

想いを理解し、想いを実現、つなげていくことが重要になると考えます。 
 

▼まちに対する様々な想いのイメージ 

 

 

まちづくりの合意形成と意思決定 
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2.合意形成に向けて求められる要件 

まちづくりの合意形成においては、取組みの規模や重要度、それに伴うスピード感、地域の実情

等によって、期限の設定や最適な手法の選択等をしていく必要があります。 

まちづくりの取組みの内容等に関わらず、「開かれた議論の場づくり」や「多様な関係者の参画」、

「意見の整理」、「情報を共有する機会」を、まちづくりの検討プロセスの中に取り込むことで、互

いの想いを理解し、合意形成につなげることができると考えています。 

 

3.合意形成プロセスを経ることで得られるもの 

まちづくりに取り組むにあたっては、多様な関係者が参画・協働し、地域のまちづくりについて

よりよい答えを求めて試行錯誤しながら議論を重ねるプロセスが重要です。広く意見を受け止め、

まちづくりの活動に反映することができるように、豊かな合意形成に向けたプロセスを経ることが

求められていると考えています。 

この豊かな合意形成に向けたプロセスを経ることで、以下のものを得ることが期待できます。ま

た、議論の積み重ねから得られたものを未来のまちづくりに活かしていくことが重要となります。 

 

 
合意形成に向けた議論を重ねる中で、まちづくりに参画する多様な関係者の意見や立場、地域の

情報を知ることができ、その中から地域の魅力や課題といった新たな発見を得ることができます。

新たな発見は、当該議論だけでなく、未来のまちづくりにおいても活用されることが期待されると

ともに、地域のまちづくりのモチベーションにもつながることが期待されます。 

 

 
地域に関する新たな気づきを得る中で、賛成・反対の意見に共通する考え方などから、地域で大

事にしているもの、地域に必要なものが見えてくるため、地域の将来像等について共通認識を構築

できることが期待されます。 

 

 
合意形成の場を通じて、多様な関係者間で新たなつながりができることが期待されます。お互い

の立場を理解して議論を進めることができれば、賛成・反対の垣根を越えて信頼関係を築くことが

でき、それが地域の力となることが期待されます。 

 

  

（１）地域に関する新たな気づき 

（２）地域の共通認識の構築 

（３）地域の新たなつながり 
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１.千代田区まちづくり支援ステーション ～シティハブ～の対象範囲 

まちづくり支援ステーション～シティハブ～では、区や開発事業者が実施する空間の供給に関す

る取組みと、地域で活動されているみなさんが主体となっている活動の需要に関する取組みを対象

とします。 
 

▼まちづくり支援ステーション～シティハブ～の対象範囲のイメージ 

 
 

２.千代田区まちづくり支援ステーション ～シティハブ～に関わる 

    各主体の関係性と役割 

まちづくり支援ステーション～シティハブ～は、運営事務局とまちづくりサポーターズで構成し

ます。運営事務局がエリアプラットフォームからの相談を受け、まちづくりサポーターズと連携し、

伴走型の支援を実施します。また、議論されたことをフィードバックして改善しながら、進むよう

な仕組みとします。

 

  

千代田区まちづくり支援ステーション 

～シティハブ～のあり方 
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▼まちづくり支援ステーション～シティハブ～に関わる各主体の関係性と役割 

 
 

３.千代田区まちづくり支援ステーション ～シティハブ～の支援機能 

まちづくり支援ステーション～シティハブ～では、話し合う場の創出や運営の支援、公共空間や

市街地再開発事業などの空間供給の機会を捉えて地域ニーズとマッチングするなど、運営事務局と

まちづくりサポーターズが連携し、以下の５つの支援機能を担うことで地域のまちづくりを支えて

いきます。 

▼まちづくり支援ステーション～シティハブ～の支援機能の概要 

 
  



第 4 章 千代田区まちづくり支援ステーション ～シティハブ～のあり方 

 
6 

 

 

第２章で示した「まちづくりの合意形成と意思決定」、第３章で示した「まちづくり支援ステー

ション～シティハブ～のあり方」の実現に向けて、以下について取り組んでいきます。 

 

（１）まちづくり支援ステーション～シティハブ～の組織体制等の具体化 

まちづくり支援ステーション～シティハブ～の各機能が滞りなく実行されるよう組織の具体化

を進めます。多様なまちづくりにおいて、エリアプラットフォームを支援する組織を目指します。 

 

（２）まちづくりに関する情報発信サイトの構築 

まちづくりに関わる様々な情報が一元化されたまちづくりに関する情報発信サイトを構築する

必要があります。データベースの内容や情報の見せ方等、運用方法等を含めたまちづくりに関す

る情報発信サイトのあり方について具体化を進めます。 

 

（３）合意形成の手法等 

まちづくりの合意形成を進めるための手法や多様な意見を得るための手法、ICT の活用につい

て検討を進め、まちづくり支援ステーション～シティハブ～の支援機能に反映することで、エリ

アプラットフォームの自主的かつ効果的な合意形成を促進していきます。 

 

（４）多様な人々の参画の推進 

まちづくりに当事者意識を持ち、多くの人に参画してもらえるよう、まちづくりの取組みにつ

いての分かりやすい情報発信・周知方法や、まちづくりへの興味・理解を深める取組み等の実施

について研究していきます。 

 

（５）テーマ別のコミュニティ形成 

まちづくり支援ステーション～シティハブ～では、具体的な支援の対象とするのはエリアプラ

ットフォームが取り組むまちづくりであり、都市計画分野以外も含めて幅広くまちづくりに関す

る地域の相談窓口機能を担います。 

例えば、町会のコミュニティ形成や子育てしやすいまちづくりなど、特定のテーマに合わせて、

関係部局等へ適切につなぎ、支援していきます。 

みんなで取り組むまちづくりに向けて 


